
特定非営利活動法人 山村塾 
〒834-1222 福岡県八女市黒木町笠原 9836-1 

TEL/FAX:0943-42-4300 Ｅmail：info@sansonjuku.com 

山村塾 HP http://sansonjuku.com 

【H29年度サポーター数】9月 87名→10月 87名/122俵（個人：85、企業/団体：2） 

【守られている棚田面積】2033㎡（123俵⇒203a 収量 6俵/10ａとして） 

※農家がやる気を持って取り組む仕組みを作り、棚田の風景を次世代へ引き継ぐため、 

「5年間買うぞ！」の口約束をしてくれるサポーターを募集しています！ 

※棚田米サポーター募集！ http://sansonjuku.com/activity/tanada 

 

 

 

稔りの秋を迎えました。笠原地区ではあちこちで稲刈りが始まりました。5月末は雨が降らず、田植え準

備に手こずった農家さんも多かったようですが、その後の気候は順調で、お米の出来具合は良好のようです。 

笠原棚田米プロジェクトは今月の発送で丸 4年となり、12ヶ月×4年＝48回目の発送です。来月からは

5 年目を迎えることとなります。5 年間買うぞ！宣言に賛同いただいた皆さまに感謝申し上げます。現在、

今後（6年目以降）に向けて、様々な議論を行っております。 

今月のお米 川原孝行さん「つくしろまん」（2017年産新米です）。 
今回お送りするお米の稲刈り真っ最

中の川原さんにお話を伺いました。今年

は天候にも恵まれ、豊作です！とにこに

こ。生長不良の米（屑米）もとても少な

く、収量も多くなりそうとのことです。 

9 人いるお孫さんたちから、「じいち

ゃんの米がおいしい」と言われるのがう

れしい、お米を送るのが楽しみという川

原さん。笠原のなかでは田植えも稲刈り

も早いほうで、お世話になった方々に早

く新米を食べてもらいたくて、収穫した

らすぐに送っているそうです。 

今年から、特別栽培米（農薬・化学肥料の量を通常の半分以下に抑えて栽培）35aに挑戦している川原さ

ん。肥料をふるタイミングなどが違い、これまでよりもひと手間かかりましたが、よくできたと思います！

と語っていただきました。 

※川原さんの棚田米稲刈りには、山村塾の合宿ボランティアのメンバーもお手伝いしました。 

◆事務局より 
〇新規サポーターさん募集中！  

棚田を守る取り組みに参加いただける方がいらっしゃいましたらご紹介下さい！サンプルとチラシを

送らせていただきます。同封の農産物注文書でサンプルを注文できますので、ぜひご活用ください！ 

〇次回のお届け 次回（11/1発送）は松本和広さんの「つくしろまん」をお届け予定です。 

※精米歩合の変更や配達先変更をご希望の方は、発送の前月 20日までにお知らせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

笠原棚田米新聞 2017年10月号 

http://sansonjuku.com/

